
２．事業評価個表
（単位：円）

番号 事業名 事業主体 基金事業実施場所
1 相良保健センター修繕事業 牧之原市 牧之原市相良
基金事業の概要 保健センター内装改修費　施設老朽化に伴う館内の改修を行う。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和５年度
事業期間の設定理由 施設老朽化の状況に応じて館内の改修を実施するため

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度
成果実績
目標値 ％ 90％以上
達成度
評価年度の設定理由

令和５年度に保健センター修繕事業が終了し、翌年の令和６年度に事業の成果を評価するため。
基金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動指標 単位 令和元年度 令和５年度 年度 年度 年度
活動実績 箇所 9 3
活動見込 箇所 9 3
達成度 ％ 100% 100%

基金事業の総事業費等 令和元年度 令和５年度 年度 年度 年度 備考
総事業費 3,419,154 454,850
基金充当額 3,419,154 454,119

うち文部科学省分
うち経済産業省分 3,419,154 454,119

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ドアクローザー修繕 請負 株式会社ナック 148,500
カーペット修繕 請負 株式会社ナック 57,750

男子トイレ改修工事 請負 株式会社竹内鉄工 248,600
基金事業の担当課室 牧之原市総務部管理検査課
基金事業の評価課室 牧之原市総務部管理検査課

基金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・
施策とその目標

基金事業に関する主要政策・施策　　第３次牧之原市総合計画（令和５年度～令和12年度）
政策２　健康福祉　施策２　子育て支援の充実、施策４　超高齢社会への対応、施策５　健康寿命の延伸
計画の推進にあたり、相良保健センターを使用して事業を実施するが、施設及び設備の老朽化が進んできているため、改修を実施し施設の長寿命化を図る。　
牧之原市健康増進計画で具体的事業を推進：基本理念「健康寿命の延伸」
目標：相良保健センター稼働率90％以上

相良保健センター稼
働率　90％以上

開所日数÷
年間平日日数×100

基金事業の活動指標及
び活動実績

施設の
修繕箇所数

基金事業の成果目標及
び成果実績

4



２．事業評価個表
（単位：円）

番号 事業名 事業主体 基金事業実施場所
2 学校給食ｾﾝﾀｰ修繕事業 牧之原市 牧之原市波津

基金事業の概要
学校給食センターの修繕費（・バルク貯蔵タンク改修・ボイラー設備改修）
牧之原市は第２次牧之原市総合計画に基づき、安心・安全な学校給食の提供のため、電源立地地域対策交付金公共用
施設維持基金を活用し、学校給食センター施設の改修と更新を進めます。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和５年度
事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度
成果実績 日
目標値 日 196
達成度 ％
評価年度の設定理由

令和５年度に給食センター設備改修事業が終了し、翌年の令和６年度に事業の成果を評価するため。
基金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 年度 年度
活動実績 基 1 1
活動見込 基 1 1
達成度 ％ 100% 100%

基金事業の総事業費等 令和３年度 令和５年度 年度 年度 年度 備考
総事業費 4,818,000 22,550,000
基金充当額 4,818,000 5,672,369

うち文部科学省分
うち経済産業省分 4,818,000 5,672,369

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

牧之原市学校給食センターボイ
ラー設備改修工事

指名競争入札
㈱牧南社

（静岡県牧之原市）
22,550,000

基金事業の担当課室 牧之原市教育文化部教育総務課
基金事業の評価課室 牧之原市教育文化部教育総務課

基金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・
施策とその目標

基金事業に関する主要政策・施策　　第３次牧之原市総合計画（令和５年度～令和12年度）
政策３　教育文化  施策１　次代を切り拓く力の育成　
方向性　学校施設の改修と更新・安心・安全な学校給食提供のため、学校給食センター施設の計画的な改修と更新を進めます。  
目標：学校給食センターの年間稼働日数　196日※４月から翌年３月までの年間稼働日数

学校給食センター年間
稼働日数
196日

４月から翌年３月までの
学校給食センター稼働日
数

基金事業の活動指標及
び活動実績

施設の
修繕箇所数

基金事業の成果目標及
び成果実績

5



２．事業評価個表
（単位：円）

番号 事業名 事業主体 基金事業実施場所
3 相良総合センター修繕事業 牧之原市 牧之原市須々木

基金事業の概要
相良総合センターの修繕費(・非常口扉等修繕・昇降機及び中央監視システム等修繕・音響設備更新・屋根及び軒裏修繕・舞台設備更新)

文化施設の健全な運営と適切な維持管理のため、公共用施設維持基金を活用し、文化施設の適正な管理と計画的な改修・整備を進めます。

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和７年度
事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度
成果実績 ％
目標値 ％ 57.8 
達成度 ％

評価年度の設定理由
令和７年度に総合センター修繕事業が終了し、翌年の令和８年度に事業の成果を評価するため。

基金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度
活動実績 箇所 2 1 1 2
活動見込 箇所 2 1 1 2
達成度 ％ 100% 100% 100% 100%

基金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
総事業費 3,414,400 4,097,500 1,782,000 19,580,000 0 62,381,575

基金充当額 3,414,400 4,097,500 1,782,000 19,580,000 0 62,381,575
うち文部科学省分
うち経済産業省分 3,414,400 4,097,500 1,782,000 19,580,000 0 62,381,575

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

牧之原市相良総合センターチラー
ユニット用自動制御機器交換工事

随意契約
㈱大洋アレスコ
(静岡県焼津市）

4,180,000

牧之原市相良総合センターホール
プロジェクター機器改修工事

随意契約
ヤマハサウンドシステム㈱
(東京都中央区日本橋）

15,400,000

基金事業の担当課室 牧之原市教育文化部社会教育課
基金事業の評価課室 牧之原市教育文化部社会教育課

基金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・
施策とその目標

基金事業に関係する主要政策・施策　第３次牧之原市総合計画（令和５年度～令和12年度）　
政策３　教育文化　施策２　社会教育の推進　　
方向性　効率的な施設管理のため長期的な整備計画を策定し、施設の役割りを明確化することで市民のニーズにあった利用しやすい施設運営を進
めていきます。  目標　市民満足度：文化や芸術に触れる機会を提供（充実）する取組　現状37.8％　目標57.8％

市民満足度
57.8％

市民意識調査
アンケートの中の
市民満足度の値

基金事業の活動指標及
び活動実績

施設の
修繕箇所数

基金事業の成果目標及
び成果実績


